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下総教育航空群司令ご挨拶

ご家族の皆様におかれましては、日頃から 我々の活動にご理解いた

だき感謝申し上げます。

ここ下総教育航空群は海上自衛隊の航空機搭乗員を育てることを主

たる任務としている部隊です。ご家族の皆様のサポートがあるからこそ、

隊員はそれぞれの任務に邁進できるものと確信しております。

本日は、ご家族の皆様に、海上自衛隊下総航空基地の活動をご理解

いただくとともに、海上自衛隊が実施する家族支援について併せてご認

識いただければと思います。

下総教育航空群司令

１等海佐 井上 竜三



はじめに（海上自衛隊の任務）

自衛隊は、国民の生命・財産、日本の領土・領海・領空を守ることが主たる任務です。

国際緊急援助活動

ご家族に覚えておいていただきたいこと
・ 任務のため、隊員は「急に」、「長期間」家族の元を離れてしまう場合があります。

・ 大規模災害などが発生し、ご家族自身が被災された場合でも、近くに隊員はいないかもしれません。

海上自衛隊の任務は多岐にわたり、かつ迅速に対応することが求められています

医療物資などの輸送

災害派遣

孤立住民の救助活動瓦礫などの撤去作業

海洋安全保障の確保等

ソマリア沖・アデン湾において
貨物船を護衛する護衛艦

国の防衛

日本の周辺海域を警戒
監視中のＰー３Ｃ哨戒機

弾道ミサイル防衛ための
スタンダードミサイル（SM-3）

米・豪・加との共同訓練

関係国との協力

中東地域において情報
収集活動する隊員



下総教育航空群

下総教育航空群司令部

第 2 0 3 教 育 航 空 隊

第 2 0 3 整 備 補 給 隊

下 総 航 空 基 地 隊

主任務：海上自衛隊航空機搭乗員の育成

主任務：任務達成のために各部隊を指揮

主任務：航空機等を使用して搭乗員に関する教育を実施

主任務：航空機の修理、整備及び補給業務を実施

主任務：所在部隊の後方支援、
基地管理、地上救難等を実施

はじめに（下総教育航空群の任務）



隊員が後顧の憂いなく任務にまい進するために、部隊運用にあたって「隊員を支える家族
の支援を強化する」 家族支援施策について（通知）（海幕厚第２５６３号。２６．３．１９）

海上自衛隊における家族支援とは

家族支援とは？

つまり、

① 海上自衛隊の任務・隊員の使命を理解して、ご家族が海上自衛隊を信頼してくれる取組

② 隊員が任務によって不在となってもご家族が安心して生活できるようにする取組を日頃か

ら実施し、隊員がいつでも全力で任務に励むことができる環境を整備していくこと。

ご家族が積極的に参加していただくことが重要となります。

ご家族に覚えていただきたいこと
・ 家族支援の目的は隊員がいつでも全力で任務に励むことができる環境を整備すること
・ 家族支援の取組にご家族が積極的に参加していただくことが重要であること

隊員家族隊 員



Strong Family, Strong Fleet
「強い絆で結びつく家族によって、海上自衛隊は精強・即応となる」

海上自衛隊と海自Ｔｅａｍの関係を強化していくためのキャッチフレーズ

家族支援とは？

海上自衛隊と海自Ｔｅａｍの関係性



普段から「仕事・家事・育児について」や、
「もし今隊員が不在になったら何が困るだ
ろうか？」などについて家族で話をして、
対処法を考え準備しておくことで、ご家族
自身である程度不安や負担を減らすこと
ができます。

例 ・家族内の連絡手段・方法
・備蓄や避難袋の準備
・避難場所や経路の確認
・隊員不在間の必要な手続きの確認

自 助 自分の身は自分で守る

普段から友人、ご近所、隊員家族同士
の交流を築いておくことで、隊員不在の間
に、「人手が欲しい」、「誰かに話を聞いて
ほしい」といった時でもお互いに助け合うこ
とができます。
部隊ではご家族同士が知り合える取組

を行っていきますので、積極的に参加して、
ご家族同士の絆を深
めていただきますよう
お願いします。

共 助 地域で助け合う

国や地方自治体では、子育て、医療、介
護など、暮らしを支える各種事業や相談事
業を行っています。また、災害発生や避難
に関する情報発信も行っています。
防衛省共済組合では、福利厚生アウトソ

ーシングを導入し、家事代行や各種相談受
付など、多様なサービスが利用できます。
普段からこれらのサービスを上手に活用

し、また必要な情報を自ら得るように心掛
けていただきますようお願いします。

公 助 行政サービス等の活用

「海自Ｔｅａｍ」の一員として積極的に参加するとは？

ご家族の家族支援への関わり

理 解

実 践

参 加

海上自衛隊と「海自Ｔｅａｍ」で家族支援に取り組むことが海上自衛隊の強さにつながります



部隊、隊員、家族間の連絡体制の構築

海上自衛隊で実施している家族支援施策

隊員とご家族で日頃から準備できるお互いの安否を確認し合う方法

・ ＮＴＴや各携帯電話会社などが運営している災害伝言サービスなどの活用

・親戚宅などを伝言板にして、お互いの情報を確認し合う

ポイント
・ 連絡方法を複数準備しておくと安心です。
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特 記 事 項

　親交のある隊員：　横須賀造修補給所　海尾　守　090-4321-9876

電話番号 090-1234-5678

隊

員

横須賀市西逸見町9番地

マンションどぶいた１０６号

仏　教

Ｈ２７．４～Ｈ２７．９　第○次海賊対処水上部隊

認知症の父親の介護を夫婦で行っており、私が出動した
場合に妻の負担が増える

第４分隊

いずも

S43.7.30 健　　康

2380046 神奈川県

市 町 村 番 地
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住
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過去の国際平和協力活動
等への参加（派遣先）

出動（派遣）間、不安に思う
事項（出動（派遣）時に記

入）

認識番号

ふりがな

氏 名

所属部隊名

所在部隊名

生年月日

個人情報



下総航空基地で実施している家族支援施策

・ 共済組合事業に関すること

・ 基地・官舎周辺の情報

・育児・介護に関すること

・防災に関すること

・海上自衛隊家族証など

各種情報提供

部隊の任務や隊員の使命を理解していただくための取組、
ご家族同士が知り合える取り組み

ご家族が安心して生活していただける取組

『開設記念行事』
『ファミリーデー』

『生涯生活設計セミナー』

などへ参集



海上自衛隊ＨＰ 「隊員家族のみなさまへ」

各地域の家族相談窓口連絡先
もこちらからでもご確認いただけ
ます

共済組合、共済組合の福利厚
生アウトソーシング（ベネフィッ
ト・ステーション）HPも、こちら
からアクセスできます

海上自衛隊HP TOPページ右上にあります
「隊員家族のみなさまへ」をクリック

海上自衛隊で実施している家族支援施策



下総航空基地における取組

隊員家族から部隊への連絡方法を知ってもらうととも
に、定期的に情報を発信する機会を設けることで、家族
支援環境の整備・構築に努めていきます。

いざという時だけでなく、普
段から家族支援態勢を準備する

重視している点 下総航空基地の取組

家族のしおり
の作成・配布

『開設記念行事』
『サマーフェスタ』
『ファミリーデー』
『生涯生活設計セミナー』

などへ参集

イベント等を通じて、隊員家
族に海上自衛隊の任務や隊員の
業務等についての知識を深めて
もらうとともに、部隊に対する
信頼を獲得する。



お わ り に

海上自衛隊では、これからもご家族の皆様が海上自衛隊の任務を理解

し、隊員を支えていただくため、また隊員不在中の不安や負担を少しでも和

らいでいただけるような家族支援の取組を続けてまいります。

加えて、隊員が誇りをもって元気に任務に励むことができるよう、ワークラ

イフバランスを始めとした働きやすい環境整備も行ってまいります。

ご家族の皆様におかれましては、これからも海上自衛隊に対してご理解・

ご協力いただきますよう何卒よろしくお願いします。

なお、家族支援の取組について、ご意見・ご質問などありましたら、下記ま

でご連絡ください。

お問合せ先： 下総教育航空群 監理幕僚
電話 ０４－７１９１－２３２１（代表）
交換に「内線２２１１」とお伝えください。


